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【公開番号】特開2010-260899(P2010-260899A)
【公開日】平成22年11月18日(2010.11.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-046
【出願番号】特願2009-110692(P2009-110692)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  67/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  67/04    ＺＢＰ　
   Ｃ０８Ｊ   5/00    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成24年4月13日(2012.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリ－Ｌ－乳酸とポリ－Ｄ－乳酸を含むポリ乳酸系組成物からなり、厚さ１ミリメート
ルのサンプル成形体とし、温度８０～１８０℃において１0分間の熱処理を行った後のヘ
イズが１０％以下であることを特徴とする成形体用材料。
【請求項２】
ＤＳＣ測定における１５０～２００℃の範囲にある吸熱ピークの最大吸熱ピーク（ピーク
１）と２０５～２４０℃の範囲にある吸熱ピークの最大吸熱ピーク（ピーク２）とのピー
ク比（ピーク１／ピーク２）が０．０５以下であるポリ－Ｌ－乳酸とポリ－Ｄ－乳酸を含
むポリ乳酸系組成物からなることを特徴とする請求項１記載の成形体用材料。
【請求項３】
ＤＳＣ測定における２０５～２４０℃の範囲にある吸熱ピークの吸熱量が５０Ｊ／ｇ以上
であるポリ－Ｌ－乳酸とポリ－Ｄ－乳酸を含むポリ乳酸系組成物からなることを特徴とす
る請求項１または２に記載の成形体用材料。
【請求項４】
ＤＳＣ測定において２５０℃で１０分経過した後の降温（ｃｏｏｌｉｎｇ）時（１０℃／
分）のピークが４０Ｊ／ｇ以上であるポリ－Ｌ－乳酸とポリ－Ｄ－乳酸を含むポリ乳酸系
組成物からなることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の成形体用材料。
【請求項５】
可塑剤が１～１５％の割合で配合されてなることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか
に記載の成形体用材料。
【請求項６】
請求項１乃至５のいずれかに記載の成形体用材料からなることを特徴とする透明性、耐熱
性に優れた成形体。
【請求項７】
ポリ－Ｌ－乳酸とポリ－Ｄ－乳酸からなるステレオコンプレックス構造体を有し、請求項
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１乃至５のいずれかに記載の成形体用材料または請求項６に記載の成形体をペレット化ま
たは粉砕してなることを特徴とする結晶核用材料。
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